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元
日
、
風
は
少
々
強
か
っ

た
よ
う
に
思
う
が
穏
や
か
に

晴
れ
た
。
初
詣
に
出
か
け
て

健
康
で
一
年
が
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
と
願
っ
た
●
一
日
の

午
後
四
時
十
分
ご
ろ
、
正
月

の
食
卓
準
備
の
最
中
、
ス
マ

ホ
か
ら
け
た
た
ま
し
く
ア
ラ
ー
ム
が

鳴
り
、
テ
レ
ビ
画
面
に
テ
ロ
ッ
プ
が
流

れ
た
。
石
川
県
で
最
大
震
度
七
の
能

登
半
島
地
震
が
起
き
た
こ
と
を
知
っ

た
。
正
月
気
分
は
吹
っ
飛
ん
だ
●
多

く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
て
、
行
方
不

明
者
が
日
々
増
え
て
い
る
。
隆
起
や

土
砂
崩
れ
で
道
路
が
寸
断
し
て
飲
料

水
な
ど
が
届
か
な
い
。
ま
だ
孤
立
集

落
が
あ
る
な
ど
全
容
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。
正
月
を
楽
し
み
に
帰
省
し
て

こ
の
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
、
命
を
落

と
さ
れ
た
方
も
あ
り
心
が
痛
む
。
今

も
余
震
が
続
い
て
い
る
が
一
日
も
早
い

復
旧
を
願
っ
て
い
る
●
二
日
の
午
後
五

時
五
十
分
頃
、
羽
田
空
港
で
は
日
本

航
空
と
海
上
保
安
庁
の
航
空
機
の
衝

突
事
故
が
起
き
た
。
炎
が
上
が
る
航

空
機
か
ら
乗
客
、
乗
務
員
三
七
九
名

が
機
内
か
ら
全
員
脱
出
で
き
た
と
の

情
報
に
思
わ
ず
拍
手
し
た
。
海
上
保

安
庁
の
航
空
機
は
能
登
半
島
地
震
の

対
応
で
、
水
や
食
料
な
ど
の
物
資
を

新
潟
航
空
基
地
に
搬
送
す
る
途
中
で

あ
っ
た
。
五
名
の
方
を
失
っ
た
●
地
震

や
水
害
が
起
き
る
度
に
、
人
間
の
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
然
の
力

の
巨
大
さ
を
思
い
知
る
。
何
時
、
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
な
〜
と
改

め
て
思
う
。
今
年
は
若
い
世
代
の
人

た
ち
の
力
を
借
り
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
る「
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
創
っ
て
お
き
た
い
。
昨
年
九
月
八
日

の
台
風
十
三
号
に
伴
う
線
状
降
水
帯

の
水
害
の
教
訓
か
ら
、
学
区
内
の
情

報
を
集
め
る
仕
組
み
の
必
要
性
を
実

感
、
自
宅
周
辺
の
情
報
提
供
し
て
く

れ
る
協
力
者
を
多
数
配
置
す
る
。
で

き
る
人
が
で
き
る
こ
と
で
、
支
え
合

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。　
　
　
　
（
会
長　

西
村
ミ
チ
江
）

令
和
六
年
一
月
一
日
の
能
登
半
島
地
震
は
、
多
く
の
人
の
命
や
日
常
生
活
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
台
風
や
大
雨
に
よ

る
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
、
家
屋
の
浸
水
、
道
路
の
冠
水
な
ど
も
発
生
し
て
お
り
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
予
想
が
で
き
ず
、

突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
過
信
せ
ず
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
塙
山
学
区
で
は
、「
３・11
、９・

08
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」
を
三
月
九
日
（
土
）
に
実
施
し
、
地
震
や
水
害
を
想
定
し
た
訓
練
や
行
政
の
対
策
に
つ
い
て
も
学

び
ま
す
。
住
民
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
、
午
後
四

時
十
分
頃
、
石
川
県
で
最
大
震
度
七

を
観
測
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
が

発
生
し
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
利
用
者
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
加
え
て
、
慢

性
的
な
運
転
士
不
足
に
よ
る
早
朝
や

夜
間
の
減
便
が
続
く
中
で
、
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
は
高
齢
社
会
が
加

速
す
る
社
会
に
お
け
る
重
要
な
課
題

で
す
。

一
月
九
日
（
火
）、
市
都
市
政
策
課

課
長
ほ
か
二
人
の
職
員
を
招
い
て
役

二
〇
一
一
年
３
月
11
日
、
東
日
本

大
震
災
、
二
〇
二
三
年
９
月
８
日
、

台
風
十
三
号
の
線
状
降
水
帯
に
よ
る

水
害
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
災
害

に
備
え
る
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

令
和
６
年
３
月
９
日
㈯

　
　
　
　

９
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー

８
時
45
分　

一
斉
メ
ー
ル
配
信

９
時
15
分　

セ
ン
タ
ー
参
集

　

役
員
、
正
副
部
長
、
防
災
士
、
安

　

全
安
心
局
部
員
、
各
局
部
員
、
地
区

　

エ
リ
ア
協
力
員
、
自
治
会
代
表
等

　

９
時
30
分

①
「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」、「
９
・

08
豪
雨
」
塙
山
の
水
害
被
害
に
つ

被
災
地
で
は
津
波
、
大
規
模
火
災
、

家
屋
の
倒
壊
、
液
状
化
や
土
砂
崩
れ

な
ど
に
よ
る
道
路
の
寸
断
な
ど
の
大

き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
人
数
は
日
々
増
え
、
一
月

十
四
日
現
在
で
２
２
１
名
、
避
難
所

　

い
て

ⓐ
パ
ネ
ル
展
示
等

ⓑ
防
災
グ
ッ
ズ
展
示
（
家
庭
備
蓄

　
　

推
奨
品
等
）

ⓒ
新
規
防
災
機
材
試
運
転

②
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通
信

　

防
災
情
報
協
力
者
（
新
）
と
の
被

　

害
状
況
確
認
訓
練

員
対
象
の
研
修
会
を
開
催
し
、
隣
接

学
区
の
金
沢
学
区
で
三
年
前
か
ら
取

り
組
み
本
格
運
行
し
て
い
る
地
域
モ

ビ
リ
テ
ィ
運
営
事
業
や
諏
訪
学
区
で

昨
年
十
一
月
か
ら
試
験
運
行
を
始
め

た
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
事
業
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
た
。

金
沢
学
区
に
あ
る
数
多
く
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
へ
の
通
院
や
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

の
移
動
手
段
を
は
じ
め
、
多
賀
地
区

な
ど
へ
の
移
動
に
つ
い
て
も
、
バ
ス
の

減
便
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
少
し
で
も
早
く
新
た

な
公
共
交
通
の
実
験
に
つ
な
げ
る
た

め
の
検
討
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
安
否
確
認
訓
練
（
ラ
イ
ン
、
電
話
）

10
時
30
分

防
災
研
修

①
（
仮
題
）
行
政
の
防
災
対
策
・
災

　

害
情
報
と
と
る
べ
き
行
動
、
被
災

　

時
の
復
旧
支
援

　

講
師　

日
立
市
防
災
対
策
課

　
　
　
　

課
長
補
佐　

黒
沢
智
光
さ
ん

３
８
３
カ
所
と
２
次
避
難
所
な
ど
に

２
万
３
５
人
の
方
が
避
難
さ
れ
、
被

災
し
た
県
立
高
校
生
の
２
次
避
難
先
、

犠
牲
者
の
氏
名
を
公
表
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

未
だ
に
地
震
活
動
が
続
い
て
お
り
、

断
水
、
停
電
、
孤
立
集
落
の
未
解
消

等
の
現
状
で
、
公
的
機
関
の
必
死
の

捜
索
や
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
安
全
が
確
保
さ

れ
、
日
常
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

②
災
害
ご
み
の
処
理
方
法

　

講
師　

日
立
市
資
源
循
環
推
進
課

　
　
　
　

副
参
事　

八
木
孝
知
さ
ん

11
時
30
分　

訓
練
終
了
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
一
、一
三
二
円

新
年
を
迎
え
た
、
一
月
十
一
日
の

木
曜
サ
ロ
ン
は
、「
郷
土
か
る
た
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冬
休
み
は
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）

か
ら
一
月
五
日
（
金
）
ま
で
の
六
日
間
、

一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
十
八
名
が

参
加
、
毎
日
七
名
の
指
導
者
が
二
交

代
で
対
応
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
季
節
の
行
事

を
取
り
入
れ
、
年
賀
状
の
ハ
ガ
キ
は
、

児
童
が
紙
す
き
で
手
作
り
し
ま
し
た
。

二
十
五
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は

サ
ン
タ
が
登
場
。
二
十
六
日
の
午
後

は
、
公
共
交
通
を
利
用
し
て
、
日
立

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
遠
足
。
日
没
後

も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
綺
麗
な
日

立
新
都
市
広
場
で
遊
び
ま
し
た
。

二
十
八
日
は
初
め
て
、
多
賀
駅
前

通
り
の
暮
市
に
出
か
け
ま
し
た
。
露

店
を
何
度
も
回
っ
て
、
五
百
円
内
で
、

塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
で
は
、

二
月
三
日
（
土
）
〜
四
日
（
日
）
の
一

泊
二
日
で
福
島
県
猪
苗
代
へ
ス
キ
ー

教
室
を
開
催
。
一
月
十
三
日
（
土
）

に
親
子
説
明
会
を
行
い
、
二
十
四
組

の
参
加
者
親
子
と
指
導
者
六
名
、
ス

タ
ッ
フ
五
名
が
参
加
。
二
日
間
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
持
ち
物
に
つ
い
て
の
説
明

や
、
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

一
月
十
三
日
（
土
）、
新
年
最
初
の

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
行
い
、
二
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
塙
山
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
コ
ー
チ
の
鮎
澤
健
広
さ
ん
、
皆

川
勝
弘
さ
ん
、
森
園
拓
也
さ
ん
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
に
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
十
名
が
指
導
に
あ

一
月
十
二
日
（
金
）、と
ま
と
フ
ァ
ー

ム
の
新
年
会
が
行
わ
れ
、
持
ち
寄
っ

た
自
分
た
ち
の
野
菜
で
作
っ
た
料
理

や
ソ
バ
な
ど
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
に

ぎ
や
か
に
野
菜
作
り
談
義
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
買
い
出
し
、
調
理
、

会
場
準
備
な
ど
は
全
員
で
分
担
、
今

年
一
年
の
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

子
育
て
マ
マ
楽
集
会
で
は
、
十
二

月
十
九
日
（
火
）「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」、

一
月
九
日
（
火
）「
か
げ
絵
鑑
賞
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
親
子
で
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
発
表
と
、
ス
タ
ッ
フ

の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
そ
し
て
サ
ン
タ

さ
ん
の
登
場
に
子
ど
も
た
ち
は
ド
キ

ド
し
な
が
ら
近
づ
き
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
う
姿
が
可
愛
く
印
象
的
で
し
た
。

か
げ
絵
鑑
賞
会
で
は
、
金
沢
集
会

所
を
中
心
に
五
十
年
間
活
動
を
し
て

い
る
「
か
げ
絵
同
好
会
」
の
皆
さ
ん
に
、

音
楽
と
か
げ
絵
を
披
露
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
で
驚
い
て
し

読
み
手
が
札
を
読
み
始
め
る
と
真

剣
に
絵
札
に
向
か
い
手
を
伸
ば
す
姿

が
み
ら
れ
、
笑
い
や
歓
声
が
あ
が
り
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
決
勝
戦
ま
で
行
わ
れ
、

「
か
る
た
女
王
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
四
日
、「
ふ
ぁ
ん
た
じ
ぃ
」

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
学
生
時

代
」「
こ
の
広
い
野
原
い
っ
ぱ
い
」
な

ど
懐
か
し
い
曲
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
全
員
で
「
き
よ
し
こ
の
夜
」「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
な
ど
を
合
唱
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
一
日
の
社
協
に
よ

る
体
操
サ
ロ
ン
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

第
一
回　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
大
沼
、

金
沢
、塙
山
）
を
十
二
月
十
八
日
（
月
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
大
沼
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
会
、
金
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会
、
塙
山
学
区
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
会
が
、
第
一
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
開
催
、
大
沼
学
区
は
四
名
、
金
沢

学
区
は
七
名
、
塙
山
学
区
は
企
画
会

議
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
八
名
が
参
加
、

「
ま
ち
の
コ
イ
ン
（
タ
ッ
チ
）」
の
勉
強

会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
日
立
市
生
活
環
境
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
の
永
井
康
介
さ

ん
。
最
初
に
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
（
タ
ッ

チ
）」
の
仕
組
み
を
聞
き
、
そ
の
後
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
「
ま
ち
の
コ
イ

ン
」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
全

員
で
練
習
、
お
互
い
に
教
え
合
い
な
が

ら
和
や
か
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

だ
る
ま
や
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
な
ど
を
購
入

し
ま
し
た
。
五
日
は
大
久
保
町
の
鹿

嶋
神
社
に
初
詣
、
令
和
六
年
が
良
い

年
に
な
る
よ
う
願
い
ま
し
た
。

会
が
行
わ
れ
、
各
自
担
当
す
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
。
と
て
も
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
曲
が
完
成
す
る
と
、

ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
う
子
や
、
大
き
な
動
く
絵
本
の
よ

う
な
か
げ
絵
を
見
て
、
音
楽
に
乗
っ
て

踊
る
子
も
い
ま
し
た
。

親
子
で
初
め
て
の
体
験
が
一
生
の

思
い
出
に
な
る
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
作

り
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

た
り
、
塙
山
小
卒
業
生
の
今
瑞
義
さ

ん
、
今
佳
珠
喜
さ
ん
、
北
原
陸
功
さ
ん
、

高
野
凱
生
さ
ん
、
松
本
怜
旺
奈
さ
ん
、

渡
辺
蓮
さ
ん
も
参
加
。
準
備
運
動
は

鬼
ご
っ
こ
。
ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト
の

練
習
後
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
、
全
員
が

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、全
力
で
走
り
、あ
っ

と
い
う
間
の
一
時
間
半
で
し
た
。

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
で
は
、
仲
間

と
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
で
体
験
し
ま
す
。


